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9
月
は
暦
の
上
で
は
秋
。
し
か
し
、

年
々
信
州
の
夏
は
長
く
、
秋
は
短
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
夏

が
長
期
化
す
る
と
、
当
然
か
ら
だ
の

不
調
を
訴
え
る
人
も
増
え
ま
す
。
俗

に
い
う
夏
バ
テ
で
す
。
疲
労
感
、
倦

怠
感
、
食
欲
不
振
、
便
秘
な
ど
。
さ

ら
に
、
皮
膚
の
乾
燥
や
か
ゆ
み
、
髪

の
パ
サ
つ
き
も
夏
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ

る
も
の
で
す
。
皮
膚
の
乾
燥
は
、
夏

場
に
か
く
大
量
の
汗
や
冷
房
に
よ
る

皮
膚
の
乾
燥
が
原
因
。
さ
ら
に
夏
の

食
欲
不
振
や
寝
不
足
も
体
内
の
栄
養

や
潤
い
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

な
ら
ば
水
を
補
給
す
れ
ば
？
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
水
の
と
り
す
ぎ
は

む
く
み
、
尿
量
の
減
少
な
ど
さ
ら
な

る
不
調
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
水
や

飲
料
よ
り
も
体
液
を
増
や
し
て
く
れ

る
食
物
を
多
く
と
っ
た
ほ
う
が
、
夏

バ
テ
に
は
効
果
的
で
す
。
豆
乳
や
豆

腐
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
ウ
リ
類
、
ト

マ
ト
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
冬
瓜
、
れ
ん

こ
ん
、
梅
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
梨
や
桃
、

り
ん
ご
、
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
。

こ
れ
ら
の
食
物
は
唾
液
や
胃
液
な
ど

の
消
化
液
や
涙
、
汗
、
尿
な
ど
す
べ

て
の
体
液
を
補
充
し
て
く
れ
る
働
き

が
あ
り
ま
す
。
秋
の
合
言
葉
は
、
食

べ
て
水
分
補
給
！
で
す
。

（
国
際
中
医
薬
膳
師　

小
清
水
由
良
）

津
家
は
義
父
母
、
義
祖
父
母
に
加

え
使
用
人
が
い
る
大
家
族
で
、
旧

家
を
切
り
盛
り
す
る
主
婦
と
な
っ

て
か
ら
絵
画
の
こ
と
を
忘
れ
て
い

た
。
再
び
描
き
始
め
た
の
は
「
六

十
の
手
習
い
」
だ
っ
た
。
作
品
を

見
た
地
元
出
身
の
白
鳥
映
雪
画
伯

が
「
も
っ
と
早
く
始
め
て
い
れ

ば
」
と
絶
句
し
た
と
い
う
。
以
来

「
も
し
も
美
術
学
校
へ
行
っ
て
い

た
ら
」
と
機
嫌
よ
く
二
十
年
ほ
ど

描
き
続
け
、
生
涯
で
一
度
だ
け
美

人
画
の
個
展
を
開
い
た
。
画
才
を

継
い
だ
洋
夫
さ
ん
は
、
少
年
時
代

に
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
受
賞

多
数
。
局
長
時
代
に
は
図
案
を
描

い
た
「
絵
入
り
は
が
き
」
を
市
政

記
念
行
事
な
ど
の
た
め
に
作
っ
た
。

平
成
25
年
秋
、
郵
政
事
業
へ
の
貢

献
に
よ
り
自
分
が
皇
居
で
授
か
っ

た
勲
章
よ
り
「
昭
和
31
年
、
三
笠

宮
様
に
当
家
で
歴
史
資
料
を
ご
覧

い
た
だ
け
た
こ
と
が
栄
誉
」
洋
夫

さ
ん
は
思
っ
て
い
る
。

 

（
取
材
・
文　

佐
藤　

万
千
子
）

ら
優
秀
な
局
員
を
信
越
郵
政
局
長

に
推
薦
し
て
承
認
を
受
け
、
郵
便

局
長
を
誕
生
さ
せ
た
。
東
信
地
区

は
郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
三
事
業

で
全
国
第
二
位
の
成
績
を
出
し
た

こ
と
が
あ
る
。
洋
夫
さ
ん
は
こ
れ

を
機
に
局
長
職
を
降
り
、
今
は
家

に
伝
わ
る
美
術
品
や
歴
史
資
料
の

整
理
や
管
理
を
し
て
い
る
。
所
蔵

す
る
絵
画
の
う
ち
出
版
物
や
テ
レ

ビ
番
組
で
特
に
頻
繁
に
使
わ
れ
る

二
枚
は
、
天
明
三
年
の
浅
間
山
大

噴
火
に
関
す
る
も
の
で
一
枚
に
は

噴
火
し
た
山
、
も
う
一
枚
に
逃
げ

惑
う
軽
井
沢
宿
の
人
々
が
描
か
れ

て
い
る
。
歴
史
資
料
は
三
千
点
ほ

ど
を
小
諸
市
に
寄
贈
し
た
。

　
　
　

斉
津
家
の
所
蔵
絵
画
を
近

年
増
や
し
た
、
独
学
の
日

本
画
家
が
い
る
。
洋
夫
さ
ん
の
母

チ
カ
ヨ
さ
ん
だ
。
チ
カ
ヨ
さ
ん
は

美
術
学
校
で
学
ぶ
夢
を
持
っ
て
い

た
が
、
小
諸
高
女
（
現
在
の
小
諸

高
校
）
に
通
う
姿
を
見
染
め
ら
れ

て
若
く
し
て
結
婚
。
当
時
の
美
斉

美

で
き
た
。
洋
夫
さ
ん
は
後
に
こ
の

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
た
。

　
　
　

夫
さ
ん
の
父
一
夫
さ
ん
が

作
っ
た
の
は
、
北
大
井
郵

便
局
。
追
分
宿
本
陣
に
あ
っ
た
明

治
天
皇
行
在
所（
あ
ん
ざ
い
し
ょ
）

を
買
い
取
っ
て
移
築
し
た
。
一
階

を
郵
便
局
と
し
て
使
い
、
二
階
の

「
天
皇
休
憩
の
間
」は
そ
の
ま
ま
残

し
た
。
局
舎
と
し
て
は
日
本
最
古

を
誇
る
旧
北
大
井
郵
便
局
舎
は
、

正
面
に
十
六
弁
の
菊
の
模
様
が
あ

る
こ
と
か
ら
「
菊
の
御
紋
の
郵
便

局
」と
言
わ
れ
、特
に
歴
史
的
建
造

物
マ
ニ
ア
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

洋

　
　
　

和
の
建
物
で
あ
り
な
が
ら

明
治
以
前
を
思
わ
せ
る
、

石
垣
に
黒
塀
や
ケ
ヤ
キ
の
一
枚
戸

を
大
切
に
守
る
美
斉
津
家
は
先
祖

が
名
主
。
村
長
や
郡
会
議
員
を
輩

出
し
て
き
た
。

　
　
　

夫
さ
ん
の
曽
祖
父
角
太
さ

ん
が
作
っ
た
の
は
、
小
学

校
。
二
人
の
協
力
者
と
共
に
、
現

在
の
東
小
学
校
の
元
に
な
る
学
校

を
建
て
た
。
こ
の
事
は
昭
和
52
年

の
東
小
学
校
改
築
の
際
に
、
書
き

付
け
が
出
て
き
て
分
か
っ
た
。

「
お
い
、
局
長
」
と
友
人
に
呼
ば

れ
て
行
っ
て
曽
祖
父
の
名
を
確
認

昭洋

秋
は
食
べ
て
水
分
補
給

ゆ
ら
さ
ん
の
四
季
の
薬
膳

めじかじ
通信

№92

明
治
以
来
、
四
代
で
作
っ
た
も
の
は

元
北
大
井
郵
便
局
長　

美
斉
津　

洋
夫
さ
ん（
73
歳
）＝
八
満
＝

　
　
　

歳
の
時
か
ら
こ

の
特
定
郵
便
局

を
引
き
継
ぎ
、
三
十
年

以
上
も
局
長
を
務
め
た

洋
夫
さ
ん
が
作
っ
た
の

は
五
十
人
を
超
す
郵
便

局
長
。
特
定
郵
便
局
長

会
会
長
と
し
て
統
轄
す

る
東
信
地
区
（
川
上
村

か
ら
千
曲
市
ま
で
）
か

30


